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巻
頭
言

こ
の
度
副
会
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
精
一

杯
職
務
を
果
た
す

所
存
で
す
。

ず
っ
と
高
校
弓 

道
の
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
長

野
県
の
高
校
弓
道
部
員
数
は
北
信
越
五
県

の
約
四
割
強
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
長
野

県
の
弓
道
を
支
え
て
い
る
の
は
高
校
弓
道

で
あ
り
ま
す
。
高
校
卒
業
後
も
弓
道
を
続

け
て
も
ら
え
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
現
在

に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
県
弓
道
連
盟
も
ジ
ュ

ニ
ア
部
を
設
け
、
強
化
部
の
中
に
は
高
校

教
員
を
多
く
配
し
て
お
り
ま
す
。
他
県
で

は
、
特
に
国
体
に
お
い
て
県
連
と
高
体
連

で
別
々
の
指
導
体
制
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
二
者
間
の
仲
が
極
め
て
よ
ろ
し
く
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
先
人
の
方
々

の
ご
理
解
と
努
力
に
よ
っ
て
現
在
の
体
制

が
あ
る
こ
と
を
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

弓
は
、
歩
射
、
騎
射
、
堂
射
を
基
と
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
近

的
は
歩
射
か
ら
き
て
い
ま
す
。
28
メ
ー
ト

ル
は
昔
の
十
五
間
に
当
た
り
ま
す
。
か
つ

て
は
弓
矢
部
隊
と
鑓
部
隊
は
一
緒
に
行
動

し
て
い
て
鑓
の
長
さ
は
三
間
約
5
メ
ー
ト

ル
以
上
も
あ
り
、
前
に
繰
り
出
し
て
三
間
、

後
に
退
い
て
三
間
の
合
計
六
間
約
10
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。
敵

も
同
様
に
六
間
を
維
持
し
、
両
陣
営
の
間

に
更
に
三
間
の
距
離
を
置
い
て
十
五
間
で

対
峙
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
敵
を

狙
っ
て
矢
を
射
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
距

離
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
矢
を
射
か
け
れ
ば

敵
は
ど
う
反
応
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

も
ち
ろ
ん
身
を
伏
せ
て
矢
を
避
け
る
で

し
ょ
う
。
で
す
か
ら
そ
れ
を
予
測
し
て
低

い
と
こ
ろ
を
狙
い
ま
す
。
現
在
的
を
低
く

掛
け
て
い
る
の
は
そ
の
名
残
り
で
す
。
ま

た
一
尺
二
寸
の
的
の
直
径
は
胸
の
幅
に
合

わ
せ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
下

を
狙
っ
て
矢
を
射
か
け
れ
ば
同
時
に
敵
の

前
進
を
阻
む
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
斜
面
打
起
し
で
す
。
正
面
打
起
し
で

は
脇
を
即
座
に
狙
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

国
体
で
行
わ
れ
て
い
る
遠
的
は
堂
射
か
ら

で
す
が
違
い
が
あ
り
ま
す
。
堂
射
は
距
離

が
１
２
０
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
鴨
居
と
縁
側

の
縦
の
制
約
が
５
メ
ー
ト
ル
と
い
う
中
で

い
か
に
多
く
の
矢
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
飛
ば

す
か
を
競
い
ま
し
た
。
記
録
は
８
１
３
３

本
で
失
敗
矢
を
含
め
れ
ば
一
万
本
以
上

を
一
昼
夜
引
き
続
け
ま
し
た
。
速
射
が
要

求
さ
れ
ま
し
た
し
、
弓
力
も
強
い
も
の
で

し
た
。
で
す
か
ら
指
を
保
護
す
る
た
め
に

堅
帽
子
が
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
堅
帽

子
が
云
々
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
射
術
に

よ
っ
て
弽
は
使
い
分
け
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

歩
射
は
柔
ら
か
帽
子
の
よ
う
な
、
堅
い
も

の
な
ど
入
っ
て
い
な
い
も
の
で
し
た
。
騎

射
も
柔
ら
か
帽
子
で
す
。

以
下
私
の
略
歴
、
競
技
歴
、
指
導
歴
を

列
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

略
　
歴

　

�

北
嶋　

晋

　
（
カ
ル
ロ
ス
・
キ
タ
ジ
マ
・
フ
エ
ン
テ
ス
）

　

教
士
六
段

　

�

長
野
県
伊
那
北
高
校�

―�

南
山
大
学

外
国
語
学
部
イ
ス
パ
ニ
ア
語
学
科　

現
在
、
長
野
県
木
曽
青
峰
高
校�

常

勤
講
師　

外
国
語
担
当

競
技
歴

　

１
９
８
６
年

　

全
日
本
弓
道
大
会
有
段
者
の
部

�

　

優
勝

指
導
歴

　

�

阿
智
―
田
川
―
諏
訪
二
葉
―
赤
穂
―

伊
那
弥
生
ヶ
丘
―
木
曽
青
峰
高
校
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
選
抜
大
会
、
国
体

に
選
手
多
々
出
場
。

長
野
県
弓
道
連
盟
副
会
長
　
北 

嶋
　
晋

振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
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長野県近的選手権大会

大 会 結 果
男 子

◆有段者の部

◆称号者の部

1 位　保科　良介（上伊那）
2 位　松井　幸彦（安　曇）
3 位　藤森千友貴（上　小）
4 位　蟹澤　契太（上伊那）
5 位　白井　昌美（佐　久）

1 位　笠井　信夫（長　野）
2 位　下平　春夫（飯　伊）
3 位　亀岡　英司（南佐久）

女 子
◆有段者の部

◆称号者の部

1 位　藤澤　敏恵（長　野）
2 位　馬場　絢音（上伊那）
3 位　棚田　京子（飯　伊）
4 位　丸山　淳子（松　本）
5 位　横澤　志織（長　野）

1 位　牧野ふみ江（南佐久）
2 位　髙地美佐子（上　小）
3 位　中田　美千（松　本）

期日：令和 3年 7月 4日（日）　　於：上田城跡公園弓道場

認許状の伝達
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令和３年度 長野県弓道遠的選手権大会 兼
第72回全日本遠的選手権大会長野県予選会

大 会 結 果
◆男子の部

◆長野県代表

1 位　清水　北登（須　高）
2 位　飯野　勇希（諏　訪）
3 位　蟹澤　契太（上伊那）

清水　北登（須　高）

◆女子の部

◆長野県代表

1 位　藤澤　敏恵（長　野）
2 位　馬場　絢音（上伊那）
3 位　原　　深雪（諏　訪）

藤澤　敏恵（長　野）

期日：令和 3年 7 月 18 日（日）　　於：県営飯田弓道場

認許状の伝達
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
北
信
越
国
体
が
、
感
染
防
止
対
策
を
な
お
一
層
万
全

に
し
、
予
定
通
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
後
日
、
本
国
体
の
中
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
北
信
越
5
県

の
弓
士
た
ち
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
、
本
国
体
出
場
を
目
指
し
熱
闘
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
!!

第
42
回 

北
信
越
国
民
体
育
大
会
弓
道
競
技

期
間

：

令
和
3
年
8
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）

於

：

県
営
飯
田
弓
道
場

会長から
運営役員に
ごあいさつ

チェックシートを
確認しました！

３種別で本国体出場権獲得！
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記録は瞬時に更新

本当におつかれ様でした！

エクセレント！！

認許状の伝達
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令
和
二
年
二
月
七
日
の【
名
古
屋
】定
期
中

央
審
査
を
最
後
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
に
全
弓
連
始
め
県
弓
連
、
各
地
区
の

審
査
会
、
大
会
、
講
習
会
が
全
て
中
止
と
な

り
こ
の
時
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
不
安
を
覚
え

た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
一

旦
閉
鎖
に
な
っ
た
道
場
も
徐
々
に
解
除
と
な

り
道
場
に
弦
音
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
感
染

予
防
に
心
掛
け
な
が
ら
の
稽
古
が
始
ま
り
ま

し
た
。
誰
が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
昨

今
で
す
が
、
今
に
至
る
ま
で
弓
道
会
に
一
人

も
感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
は
弓
士
の
予

防
意
識
の
高
さ
を
物
語
る
事
で
凄
い
事
と
思

い
ま
す
。

出
稽
古
が
で
き
な
い
中
、
今
ま
で
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
講
習
会
等
の
資
料
を
読
み

返
す
良
い
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。
県
女
子

称
号
者
講
習
会
で
の
、
佐
竹
万
里
子
先
生
の

講
話
で「
基
本
体
・
基
本
動
作
は
我
流
で
は

絶
対
駄
目
。
弓
と
い
う
も
の
は
そ
ん
な
勝
手

の
も
の
で
は
な
い
。
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
一

つ
ひ
と
つ
コ
ツ
コ
ツ
大
切
に
身
に
つ
け
な
さ

い
」「
失
敗
し
て
も
身
体
の
中
心
を
崩
さ
な

い
」「
と
っ
さ
の
時
に
臨
機
応
変
に
で
き
る

よ
う
、
物
事
に
動
じ
な
い
心
も
共
に
習
い
な

さ
い
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は

肝
に
銘
じ
る
事
と
傍
線
を
引
い
て
あ
り
ま

す
。
又
別
の
講
習
会
で
は
、
秋
山
照
美
先
生

か
ら「
筋
力
は
鍛
え
れ
ば
老
い
て
も
使
え
る
。

日
常
生
活
で
、
知
ら
な
い
内
に
身
体
の
ゆ
が

み
が
生
じ
る
が
、
ぶ
れ
な
い
た
め
に
は
自
身

の
ゆ
が
み
を
知
り
矯
正
し
な
が
ら
自
分
の
射

を
作
り
上
げ
る
」と
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
歳
が
大
き
く
な
っ
た
今
ず
し
り
と
心

に
響
き
ま
す
。
故
・
山
川
茂
樹
先
生
か
ら
は

縦
線
の
構
成（
不
動
の
十
文
字
）横
線
の
構
成

（
動
的
十
文
字
）の
重
要
性
、
大
三
へ
の
移
行

を
常
に
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
三
で
射
が

決
ま
る
と
も
。
中
心
軸
が
ぶ
れ
て
い
た
か
ら

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
地
区
指
導
者
講
習
会

で
は
講
師
の
先
生
方
の
隙
の
無
い
体
配
に
目

を
見
張
り
、
鋭
い
離
れ
に
感
動
を
覚
え
た
こ

と
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
到
底
近
づ
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
目
標
に
な
り
ま
し
た
。

六
月
に
北
信
越
地
区
臨
時
中
央
審
査
会
が

長
野
市
で
開
催
と
決
ま
り
、
い
つ
し
か
七
十

歳
を
過
ぎ
て
い
る
私
は
、
今
回
が
最
終
受
審

と
決
め
て
、
受
か
る
は
ず
は
先
ず
な
い
と
気

楽
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
晴
れ
舞
台
は
も
う
な
い
か
ら
と
、
中
日

本
女
子
弓
道
大
会
の
矢
渡
で
引
い
た
山
川
先

生
の
弓
で
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。
思
い
も
寄

ら
ず
束
り
一
次
審
査
が
通
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
発
表
で「
え
ッ
、
ま
さ
か
？　

一
人
？�

え
ッ
」と
慌
て
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
真
顔
で
声
掛
け
し
て
下
さ
っ
た

の
が
富
山
の
菊
池
真
理
子
先
生
で
す
。「
一

次
が
通
っ
た
の
だ
か
ら
今
日
の
二
次
で
必
ず

頂
い
て
帰
り
な
さ
い
ね
」。
眼
が
真
剣
で
し

た
。
圧
倒
さ
れ
ハ
、
ハ
イ
と
答
え
た
も
の
の

自
信
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
も
な
く
、
で
も
、
一

次
と
同
じ
よ
う
に
身
体
の
中
心
軸
で
動
き

堂
々
と
身
体
で
覚
え
て
い
る
全
て
を
出
そ
う

と
二
次
審
査
に
向
か
う
決
心
が
で
き
ま
し

た
。
後
に
思
う
に
菊
池
先
生
の
真
剣
な
眼
が

そ
う
さ
せ
て
下
さ
っ
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
歩
数
を
間
違
え
る
と
的
前
に
立
て
な
い

の
で
そ
こ
に
は
特
に
神
経
を
使
い
ま
し
た
。

会
場
の
大
勢
の
役
員
の
先
生
方
が
気
を
送
っ

て
下
さ
っ
た
お
陰
で
的
中
し
て
候
補
者
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
定
め
の
座
か
ら
退

場
口
へ
向
か
っ
て
い
る
時
に
退
場
口
で
親
指

を
立
て
て
迎
え
て
下
さ
っ
た
先
生
、
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
審
査
員
の
先
生
の
お
口
添
え

も
あ
り
的
中
的
を
長
野
支
部
様
の
ご
好
意
で

記
念
に
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
私
の
大
切
な
宝
物

で
す
。

今
回
の
昇
段
に
つ
い
て
は
家
族
の
理
解
と

応
援
、
長
く
ご
指
導
下
さ
っ
た
山
川
先
生
、

土
川
先
生
、
篠
田
先
生
を
始
め
、
こ
れ
ま
で

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
一
緒
に
稽

古
を
続
け
て
下
さ
っ
て
い
る
弓
友
の
皆
様
の

お
陰
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

山
川
先
生
が
生
前
仰
っ
て
い
た「
過
分
な

も
の
を
頂
い
た
と
い
う
気
持
ち
」を
忘
れ
な

い
様
に
心
に
と
め
て
、
こ
の
先
は
県
弓
連
の

発
展
を
願
い
、
若
い
弓
士
の
応
援
団
の
一
員

と
し
て
後
方
よ
り
応
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

昇
段
に
寄
せ
て

��

飯
伊
支
部
　
教
士
七
段
　

飯
伊
支
部
　
教
士
七
段
　
藤
澤
　
敏
子

藤
澤
　
敏
子

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

祝祝祝
七
段

昇
段
七
段

昇
段
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「
広
報
な
が
の
」の「
長
野
市
初
心
者
弓

道
教
室
」を
見
た
こ
と
が
弓
道
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
七

年
五
月
に
入
会
し
た
初
心
者
教
室
は
大

久
保
ま
き
子
教
士
、
辰
野

正
雄
錬
士
の
お
二
人
に
よ

る
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
に

も
優
し
さ
と
、
時
に
は
笑

い
な
ど
も
あ
り
、
と
て
も

楽
し
く
こ
の
先
も
ず
っ
と

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
わ

せ
て
く
れ
る
よ
う
な
教
室

で
し
た
。

教
室
を
卒
業
後
の
九
月

に
は
現
在
の
長
野
運
動
公

園
弓
道
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
小
池
梨

枝
子
教
士
七
段
を
中
心
に

会
員
数
が
百
余
名
と
多

く
の
先
生
方
、
先
輩
方
が
在
籍
さ
れ
て

い
る
ク
ラ
ブ
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と
は

と
て
も
幸
運
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

月
二
回
の
指
導
日
で
は
低
段
者
で
も
着

物
を
着
て
の「
た
す
き
が
け
」「
持
ち
的

射
礼
」「
ひ
と
つ
的
射
礼
」な
ど
普
段
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
稽
古

を
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
良

い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
が
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
か
ら
六
年
が
経

ち
ま
す
が
、
途
中
に
は
持
病
の
変
形
性
股

関
節
症
が
悪
化
し
、
人
工
関
節
手
術
を
受

け
約
一
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
し

た
。
復
帰
の
際
に
は
多
少
の
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
先
生
方
や
お
仲
間
が
優
し
く

迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、
多
く

の
審
査
や
大
会
が
中
止
と

な
る
中
、
昨
年
秋
頃
よ
り
県

弓
道
連
盟
の
先
生
方
の
ご

尽
力
で
審
査
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
私
自
身
も

昇
段
さ
せ
て
い
た
だ
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

私
ど
も
の
ク
ラ
ブ
か
ら
過

日
の
審
査
で
二
名
の
方
が

錬
士
に
合
格
さ
れ
る
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
一
緒

に
楽
し
く
稽
古
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
私
に
と
っ
て
も
大
変
嬉

し
い
こ
と
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
初
心
者
の
域
を
越
え
ら
れ
な

い
私
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
前
を
向
い
て

稽
古
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
こ
の
あ
と
、か
き
氷
？
、パ
フ
ェ
？
、

そ
れ
と
も
冷
し
中
華
に
す
る
？
」な
ど
と

言
い
な
が
ら
…
。

�

長
野
支
部
　
安
川
　
恵
子

2
位　

�

内
田　

天
馬（
市
立
長
野
）�

3
中

3
位　

�

宮
澤　

蒼
太（
長
野
日
大
）�

2
中

▲
女
子

1
位　

�

宮
﨑　

花
野（
市
立
長
野
）�

4
中

2
位　

�

細
井　

美
愛（
文
化
学
園
長
野
）�

3
中

3
位　

�

中
村　

彩
泉（
大
町
第
一
）�

3
中

■
団
体
の
部（
24
射
）

▲
男
子

1
位　

�

長
野
日
大
A（
井
川
結
斗
、
宮
澤
蒼
太
、

関
口
大
耀
、
小
林
千
暉
）�

8
中

2
位　

�

市
立
長
野
A（
宮
澤
惟
吹
、
室
賀
諒
介
、

山
田
淳
斗
、
竹
内
悠
太
）�

6
中

3
位　

�

市
立
長
野
B（
竹
内
一
馬
、
豊
崎
拓
未
、

内
田
天
馬
、
渡
辺
裕
仁
）�

4
中

▲
女
子

1
位　

�

市
立
長
野
A（
宇
田
川
青
空
、
中
村
紗
文
、

宮
﨑
花
野
、
櫻
井
実
緒
）�

8
中

2
位　

�

文
化
学
園
長
野（
丸
山
詩
乃
、
細
井
美
愛
、

神
田
紗
希
）�

7
中

3
位　

�
市
立
長
野
B（
中
村
真
彩
、
片
山
芽
依
、

池
田
し
ず
く
、
丸
山
美
帆
）�

6
中

第
76
回 

国
民
体
育
大
会  

弓
道
競
技
長
野
県
最
終
選
考
会

〇
令
和
3
年
6
月
26（
土
）、
27
日（
日
）�

県
営
飯
田
弓
道
場

■
少
年
の
部

▲
男
子

選
手　

宮
下　

悦
輝（
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
）

　
　
　

倉
本　

泰
地（
木
曽
青
峰
）

　
　
　

田
畑　

光
唯（
飯
田
風
越
）

補
欠　

畔
上　
　

広（
長
野
日
大
）

▲
女
子

選
手　

石
井　
　

澪（
松
本
県
ヶ
丘
）

　
　
　

宮
木　

楓
花（
松
商
学
園
）

　
　
　

松
永　

真
衣（
長
野
日
大
）

補
欠　

峯
村　

桃
子（
長
野
日
大
）

■
成
年
の
部

▲
男
子

選
手　

清
水　

北
登（
須
高
）

　
　
　

蟹
澤　

契
太（
上
伊
那
）

大
会
結
果

第
68
回
全
信
州
弓
道
大
会

〇
令
和
3
年
6
月
13
日（
日
）　

山
ノ
内
弓
道
場

参
加
人
数
：
高
校
84
名
、
一
般
14
名
、
合
計
98
名

■
団
体
の
部（
18
射
）

▲
高
校
男
子

1
位　

�

中
野
立
志
館（
田
尻
洸
介
、
鎌
田
紘
夢
、

高
橋
光
太
郎
）�
8
中

2
位　

�

北
部（
千
原
蒼
生
、松
木
優
真
、大
澤
空
良
）�

�
8
中

3
位　

�

中
野
西
A（
田
中
瑞
基
、
小
林
澪
矢
、�

田
中
拓
夢
）�

8
中

▲
高
校
女
子

1
位　

�

長
野
日
大
A（
小
林
愛
梨
、
松
橋
瑠
璃
、

川
久
保
真
七
）�

12
中

2
位　

�

長
野
日
大
B（
吉
原
夢
姫
、
松
田
晏
奈
、

若
林
英
里
）�

8
中

3
位　

�

飯
山
B（
高
籐
里
桜
、
竹
下
愛
夏
、�

藤
岡
す
ず
み
）�

7
中

■
一
般
個
人
の
部（
8
射
）

1
位　

�

藤
澤　

千
章（
中
高
）�

6
中

2
位　

�

宮
島
さ
お
り（
長
野
）�

6
中

3
位　

�

西
澤　
　

徹（
大
北
）�

5
中

4
位　

�

中
山
茉
奈
美（
中
高
）�

5
中

5
位　

�

傳
刀　

恵
美（
大
北
）�

4
中

■
金
的
賞

　
　
　

藤
澤　

千
章（
中
高
）

令
和
3
年
度 

長
野
県
中
学
生
弓
道
大
会 

兼  

第
18
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会 

長
野
県
予
選
会

〇
令
和
3
年
6
月
26
日（
土
）　

塩
尻
市
弓
道
場

参
加
人
数
：
中
学
62
名

■
個
人
の
部（
8
射
）

▲
男
子

1
位　

�

関
口　

大
耀（
長
野
日
大
）�

3
中
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弓道合宿予約随時受付中！
野辺山洗心弓道場

近的道場　18人立１ヶ所（床暖房完備）
　　　　　12人立２ヶ所
遠的道場　１ヶ所

帝産ロッヂ
〒 384-1305
長野県南佐久郡南牧村野辺山 1003
HP：http://www.teisanlodge.com/

ご予約・お問い合わせは　0267−98−2861

　
　
　

藤
森
千
友
貴（
上
小
）

補
欠　

保
科　

良
介（
上
伊
那
）

▲
女
子

選
手　

馬
場　

絢
音（
上
伊
那
）

　
　
　

藤
澤　

敏
恵（
長
野
）

　
　
　

飯
野　
　

葵（
諏
訪
）

補
欠　

保
科　

茉
柚（
塩
尻
）

長
野
県
近
的
選
手
権
大
会

〇
令
和
3
年
7
月
4
日（
日
）　

上
田
城
跡
公
園
弓
道
場

参
加
人
数
：
103
名

■
有
段
者
の
部

▲
男
子（
参
加
人
数
39
名
）

1
位　

�

保
科　

良
介（
上
伊
那
）�
8
中

2
位　

�

松
井　

幸
彦（
安
曇
）�

8
中

3
位　

�

藤
森
千
友
貴（
上
小
）�

8
中

4
位　

�

蟹
澤　

契
太（
上
伊
那
）�

8
中

5
位　

�

白
井　

昌
美（
佐
久
）�

7
中

技
能
優
秀
者

　
　
　

星
野　

拓
翔（
佐
久
）

▲
女
子（
参
加
人
数
36
名
）

1
位　

�

藤
澤　

敏
恵（
長
野
）�

7
中

2
位　

�

馬
場　

絢
音（
上
伊
那
）�

7
中

3
位　

�

棚
田　

京
子（
飯
伊
）�

6
中

4
位　

�

丸
山　

淳
子（
松
本
）�

6
中

5
位　

�

横
澤　

志
織（
長
野
）�

5
中

技
能
優
秀
者

　
　
　

萱
沼
あ
す
か（
長
野
）

■
称
号
者
の
部

▲
男
子（
参
加
人
数
19
名
）

1
位　

�

笠
井
信
夫（
長
野
）�

6
中

2
位　

�

下
平
春
夫（
飯
伊
）�

6
中

3
位　

�

亀
岡
英
司（
南
佐
久
）�

5
中

▲
女
子（
参
加
人
数
9
名
）

1
位　

�

牧
野
ふ
み
江（
南
佐
久
）�

7
中

2
位　

�

髙
地
美
佐
子（
上
小
）�

4
中

3
位　

�

中
田　

美
千（
松
本
）�

4
中
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私 

と 

弓 

道

上
伊
那
支
部
　
五
段
　
下
田
　
広
美

私
は
高
校
生
の
時
に
袴
姿
で
弓
を
射
る

先
輩
に
憧
れ
、弓
道
を
始
め
ま
し
た
。卒
業

後
は
、
成
人
式
に
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢

に
出
場
し
た
以
外
は
弓
に
ふ
れ
る
機
会
が

な
く
、
長
野
に
転
居
後
も
弓
を
引
く
き
っ

か
け
が
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
日
、
地
域
の
情
報
誌
に
て
弓
道
教

室
を
知
り
、
飛
び
つ
く
よ
う
に
申
し
込
み

ま
し
た
。あ
の
時
、情
報
誌
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
弓
の
写
真
に
気
が
付
か
な
か
っ
た

ら
、
弓
道
は
再
開
し
て
い
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

週
に
数
回
、
仕
事
を
終
え
て
道
場
に
通

う
時
間
は
、
私
に
と
っ
て
大
切
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。的
前
に
立
っ
た
時
の
緊
張

感
、
気
持
ち
の
良
い
射
が
出
た
時
の
充
実

感
は
普
段
の
生
活
で
は
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。里
帰
り
も
兼
ね
、京

都
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
も
楽

し
み
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
弓
を
続
け
る
事
は

楽
し
い
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。今
は
亡
き
山
川
先
生
に

射
礼
研
修
で
丁
寧
に
ご
指
導
い

た
だ
い
た
事
も
ひ
と
り
で
は

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。自
分
の
目
指
す

射
に
近
づ
く
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

…
。最
近
は
形
を
作
る
事
に
と
ら
わ
れ
ず
、

自
分
の
身
体
の
動
き
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。弓
と
向
き
合
い
、弓
の
力
を
身

体
で
受
け
る
よ
う
意
識
す
る
事
で
大
き
く

身
体
で
引
く
こ
と
が
少
し
わ
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。山
川
先
生
の「
前
か
ら
そ

う
す
り
ゃ
い
い
と
言
っ
と
る
が
な
ぁ
」と

い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

最
近
は
、主
に
週
末
に
伊
那
市
営
道
場
、

も
し
く
は
辰
野
町
荒
神
山
弓
道
場
に
て

稽
古
を
し
て
い
ま
す
。先
生
・
先
輩
方
を
見

習
っ
て
、
長
く
弓
を
引
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
心
身
と
も
健
康
に
過
ご
し
、そ
し
て
、弓

を
引
け
る
こ
と
に
感
謝
を
忘
れ
ず
、
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
多
く
の
大
会
が

中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。新
緑
の
ま
ぶ
し

い
季
節
に
は
、
京
の
都
で
多
く
の
弓
士
達

と
弓
が
引
け
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

第
10
回 

北
信
越
弓
道
錬
成
大
会

〇
令
和
3
年
7
月
25
日（
日
）�

福
井
県
立
武
道
館
弓
道
場

▲
男
子

1
位　

�

友
安　

正
人（
石
川
）

2
位　

�

清
水　

北
登（
長
野
）

3
位　

�

平
澤　

敏
弘（
長
野
）

▲
女
子

1
位　

�

山
本
真
理
子（
石
川
）

2
位　

�

小
澤　

幸
子（
新
潟
）

3
位　

�

山
本
あ
け
み（
福
井
）

令
和
3
年
度 

長
野
県
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会 

兼 
第
72
回 

全
日
本
遠
的
選
手
権
大
会
長
野
県
予
選
会

〇
令
和
3
年
7
月
18
日（
日
）

　

県
営
飯
田
弓
道
場

参
加
人
数
：
52
名

▲
男
子

1
位　

�

清
水　

北
登（
須
高
）

2
位　

�

飯
野　

勇
希（
諏
訪
）

3
位　

�

蟹
澤　

契
太（
上
伊
那
）

長
野
県
代
表

　
　
　

清
水　

北
登（
須
高
）

▲
女
子

1
位　

�

藤
澤　

敏
恵（
長
野
）

2
位　

�

馬
場　

絢
音（
上
伊
那
）

3
位　

�

原　
　

深
雪（
諏
訪
）

長
野
県
代
表

　
　
　

藤
澤　

敏
恵（
長
野
）
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▪［�

北
信
越
地
区
］�

特
別
臨
時
中
央
審
査
会（
長
野
）

▽
六
段
の
部�

令
和
3
年
6
月
12
日

　

牛
越　

和
枝（
安
曇
支
部
）

　

中
田　

美
千（
松
本
支
部
）

　

伊
藤　

嘉
文（
松
本
支
部
）

▽
七
段
の
部�

令
和
3
年
6
月
12
日

　

藤
澤　

敏
子（
飯
伊
支
部
）

▽
錬
士
の
部�

令
和
3
年
6
月
13
日

　

上
條　

朱
美（
長
野
支
部
）

　

矢
部　

誠
一（
上
伊
那
支
部
）

　

江
守　
　

香（
長
野
支
部
）

▪［�

北
信
越
地
区
］�

特
別
臨
時
中
央
審
査
会（
石
川
）

▽
六
段
の
部�

令
和
3
年
9
月
4
日

　

清
水　

伸
浩（
諏
訪
支
部
）

▽
教
士
の
部�

令
和
3
年
9
月
4
日

　

白
澤　

恒
夫（
長
野
支
部
）

■
団
体
の
部（
24
射
）

1
位　

�

安
曇
A（
丸
山
真
弓
、松
尾
澪
、牛
越
和
枝
）

�

16
中

2
位　

�

安
曇
B（
渡
辺
晃
、藤
原
伊
織
、松
井
幸
彦
）

�

15
中

3
位　

�

塩
尻（
小
林
恒
太
、渡
村
久
志
、井
出
克
彦
）

�

13
中

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
無
事

終
わ
り
、日
本
選
手
団
の
輝
か
し
い
活

躍
に
心
弾
む
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。開
催
に
当
た
って
は
賛
否
両

論
あ
り
ま
し
た
が
、関
係
者
の
努
力
の

お
陰
で
無
事
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

若
い
選
手
達
は
技
術
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
が
、そ
の
態
度
や
発
す
る
言

葉
も
、気
持
ち
良
い
ほ
ど
真
っ
す
ぐ
で
し

た
。私
の
周
り
の
若
者
達
も
そ
う
で
す

が
、日
本
の
若
者
は
誠
に
品
が
良
い
で

す
。礼
儀
正
し
く
良
く
気
が
付
き
、言

葉
も
慎
重
に
選
べ
る
明
る
く
素
直
な
若

者
で
す
。

品
が
良
い
人
と
言
え
ば
、余
裕
が
あ

る
人
、笑
顔
が
素
敵
な
人
、感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
上
手
い
人
、姿
勢
が
奇
麗
な

人
な
ど
色
々
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、少
し

前
に
読
ん
だ
記
事
に「
後
の
綺
麗
な
人
」

と
あ
り
ま
し
た
。機
内
で
の
話
だ
っ
た
の

で
す
が
、食
事
や
ラ
バ
ト
リ
ー
の
使
用
後

が
奇
麗
な
事
は
当
然
な
が
ら
、ち
ょっ
と

席
を
立
つ
時
で
も
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
の
角
が

揃
っ
て
畳
ま
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

あ
あ
、わ
か
り
ま
す
、ち
ょっ
と
の
時
こ
そ

身
に
付
い
た
も
の
が
出
る
の
で
す
。す
ぐ

に
使
う
か
ら
と
か
、ち
ょっ
と
取
る
だ
け

だ
か
ら
と
仕
舞
わ
な
か
っ
た
り
サ
ン
ダ
ル

を
揃
え
ず
上
が
っ
た
り
、今
の
私
に
は
品

な
ど
当
然
あ
り
ま
せ
ん
。

品
の
良
い
人
の
傍
に
い
る
時
、と
て
も

居
心
地
が
良
い
と
感
じ
ま
す
。私
も
せ
っ

か
く
歳
を
重
ね
る
の
で
す
か
ら
、丁
寧

に
生
き
、居
心
地
の
良
い
人
に
な
れ
た
ら

な
と
思
い
ま
す
。

�

佐
久
支
部　

中
沢
た
み
江

長野県弓道連盟ホームページ● http://www.kyudo-nagano.jp/

ひ
と
り
ご
と

昇
段
昇
格
者

昇
段
昇
格
者

8
位　

�

松
島　

一
夫（
松
尾
）�

6
中

9
位　

�

久
保
田
太
志（
混
成
）�

6
中

10
位　

�

松
澤　

英
男（
阿
南
）�

6
中

■
団
体
の
部

▲
高
校

1
位　

�

Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
C（
北
川
聡
真
、�

髙
橋
達
哉
、
大
場
来
覇
）�

18
中

2
位　

�

飯
田
B（
塚
田
颯
太
、
鳥
居
和
真
、�

山
崎
拓
夢
）�

13
中

3
位　

�

飯
田
E（
岡
島
明
日
美
、
鈴
木
瞳
、�

加
藤
想
来
）�

12
中

▲
一
般

1
位　

�

矢
真
飛（
坪
井
優
、中
村
健
二
、松
島
貞
治
）

�

21
中

2
位　

�

座
光
寺（
棚
田
京
子
、
木
村
匡
房
、�

中
山
光
康
）�

18
中

3
位　

�

混
成（
塩
澤
忍
、伊
熊
邦
宏
、久
保
田
太
志
）

�

17
中

北
信
越
国
体

〇
令
和
3
年
8
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）�

県
営
飯
田
弓
道
場

▲
少
年
男
子

2
位　

�

長
野
県　

本
国
体
出
場

▲
少
年
女
子

3
位　

�

長
野
県

▲
成
年
女
子

2
位　

�

長
野
県　

本
国
体
出
場

▲
成
年
男
子

2
位　

�

長
野
県　

本
国
体
出
場

第
67
回
大
町
市
制
記
念
中
信
地
区
大
会

〇
令
和
3
年
8
月
22
日（
日
）�

大
町
市
運
動
公
園
弓
道
場

参
加
人
数
：
一
般
32
名

■
個
人
の
部（
8
射
）

1
位　

�

丸
山　

真
弓（
安
曇
A
）�

8
中

2
位　

�

松
井　

幸
彦（
安
曇
B
）�

7
中

3
位　

�

小
林　

恒
太（
塩
尻
）�

6
中

■
全
日
本
選
手
権
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
選
手

▲
男
子

友
安　

正
人（
石
川
）　　

清
水　

北
登（
長
野
）

▲
女
子

山
本
真
理
子（
石
川
）　　

小
澤　

幸
子（
新
潟
）

令
和
3
年
度 

み
な
み
信
州
弓
道
大
会

〇
令
和
3
年
8
月
1
日（
日
）�

飯
田
運
動
公
園�

県
営
飯
田
弓
道
場

参
加
者
：
123
名（
高
校
生
84
名
・
一
般
39
名
）

■
個
人
の
部�

▲
高
校
男
子

1
位　

�

大
場　

来
覇（
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
C
）�
8
中

2
位　

�

本
多　

玄
道（
飯
田
D
）�
7
中

3
位　

�

髙
橋　

達
哉（
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
C
）�

5
中

4
位　

�

北
川　

聡
真（
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
C
）�

5
中

5
位　

�

塩
澤　

礼
夢（
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
D
）�

5
中

6
位　

�

山
崎　

拓
夢（
飯
田
B
）�

5
中

7
位　

�

岩
本　

瑞
樹（
松
川
B
）�

4
中

8
位　

�

近
藤
佑
一
郎（
下
伊
那
農
業
B
）�

4
中

9
位　

�

福
田　

真
朋（
阿
智
B
）�

4
中

10
位　

�

塚
田　

颯
太（
飯
田
B
）�

4
中

▲
高
校
女
子

1
位　

�

加
藤　

想
来（
飯
田
E
）�

6
中

2
位　

�

関
島
み
の
り（
下
伊
那
農
業
B
）�

4
中

3
位　

�

鈴
木　
　

瞳（
飯
田
E
）�

4
中

4
位　

�

伊
藤　

愛
子（
下
伊
那
農
業
A
）�

4
中

5
位　

�

寺
沢
真
美
香（
下
伊
那
農
業
C
）�

3
中

6
位　

�

矢
澤　

朋
香（
飯
田
F
）�

3
中

7
位　

�

平
沢　

碧
衣（
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
B
）�

3
中

8
位　

�

川
手　
　

萌（
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
B
）�

3
中

9
位　

�

鈴
木　

志
都（
阿
智
B
）�

3
中

10
位　

�

錫
木　

瑞
夏（
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
A
）�

3
中

▲
一
般

1
位　

�

岩
村　

拓
生（
Ｊ
Ｍ
Ｃ
）�

10
中

2
位　

�

坪
井　
　

優（
矢
真
飛
混
成
）�

9
中

3
位　

�

中
村　

健
二（
矢
真
飛
混
成
）�

8
中

4
位　

�

中
山　

光
康（
座
光
寺
）�

8
中

5
位　

�

松
村　

和
重（
混
成
）�

7
中

6
位　

�

木
下　

正
昊（
混
成
）�

7
中

7
位　

�

塩
澤　
　

忍（
混
成
）�

6
中

詳
細
は
次
号（
80
号
）に
掲
載
し
ま
す
。

天
皇
盃 
第
72
回
全
日
本
男
子
弓
道
選
手
権
大
会

  

清
水
北
登
選
手 

４
位
入
賞

　
　

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


